
別記様式第8号（別記１の第６の１、別記２の第５、別記３の第５、別記４の第６、別記７の第６の１の（１）関係）

静岡県
１　被害防止計画の作成数、特徴等

２　事業効果の発現状況
市町による地域住民を主体とした被害防止対策の取組及び県の神座育成の取組等により、農作物被害額はピークであった平成21年度から減少傾向にある。

３　被害防止計画の目標達成状況
令和6年度を被害防止計画の目標年度として事業評価を行なった12事業主体のうち、被害金額又は被害面積で目標を達成したのは１事業主体であった。

４　各事業実施地区における被害防止計画の達成状況

（協議会名）
現状
値

目標値 実績値 達成率 現状値 目標値 実績値 達成率

（R4)
・止め刺しアルミ棒・槍刃15本セット購入
・射撃研修会の開催

沼津市有害鳥獣被害防止対
策協議会

R4.12.21 100% イノシシ 7,690 6,550 6,674 89.1% 3.50 2.95 3.09 74.5%

（R5)
・射撃研修会の開催

沼津市有害鳥獣被害防止対
策協議会

― ― ニホンジカ 8,499 7,200 7,374 86.6% 2.90 2.45 2.44 102.2%

（R6)
・射撃研修会の開催

沼津市有害鳥獣被害防止対
策協議会

― ― サル 2,753 2,340 2,417 81.4% 1.61 1.35 1.35 100.0%

（R4)
イノシシ成獣　128頭
イノシシ幼獣　44頭
シカ成獣　138頭
サル成獣　18頭
ハクビシン　1頭
カラス　198頭

― ― ― カラス 1,432 1,200 1,393 16.8% 1.06 0.90 0.86 125.0%

（R5)
イノシシ成獣　152頭
イノシシ幼獣　6頭
シカ成獣　188頭
シカ幼獣　3頭
サル成獣　11頭
カラス　259頭

― ― ― ハクビシン 1,407 1,200 1,371 17.4% 0.65 0.55 0.55 100.0%

（R6)
イノシシ成獣　130頭
イノシシ幼獣　35頭
シカ成獣　190頭
シカ幼獣　2頭
サル成獣　4頭
カラス　148頭

― ― ― カワウ 1,003 850 ― ― ― ― ― ―

合計値 22,784 19,340 19,229 103.2% 9.72 8.20 8.29 94.1%

推進事業
（R4）
・侵入防止柵設置研修の実施（１回）
・箱わな大　１基を整備

あいら伊豆広域有害鳥獣被
害対策協議会

― ―

柵設置研修によりイノシシの農作物被害の
発生を抑制する効果が確認出来た。
わなについては購入からの捕獲数は７頭で
稼働率は87％となっている。
地域におけるイノシシの総数の減少となる
結果となり、中型獣の捕獲圧を高めることが
出来た。

イノシシ 1,753 1,227 863 169.2% 7.75 6.59 1.61 529.3%

（R4)
イノシシ成獣　41頭
イノシシ幼獣　3頭
シカ成獣　21頭
シカ幼獣　1頭
ハクビシン　3頭
アナグマ　3頭

― ― ―

豚熱と思われる個体数減少の影響か市内
にいるイノシシの頭数減少したことにより一
定の捕獲はあったが例年よりも少ない捕獲
数となった。 サル 29 26 ― ― 0.14 0.13 ― ―

鳥獣被害防止総合支援事業、鳥獣被害防止緊急捕獲活動支援事業の評価報告（令和4年度～令和6年度）

被害防止計画の目標と実績
被害金額（千円） 被害面積（ha）

本県では、34市町で被害防止計画が策定されている。各市町は、被害の軽減目標を達成するため、侵入防止柵の整備、被害防止目的の捕獲、緩衝地帯の整備、被害防止研修会等を実施している。

事業実施主
体名 対象

地域
実施
年度

対象
鳥獣

事業内容 事業量 管理主体
供用
開始

利用率・
稼働率

事業効果 獣種

推進事業

　止め刺しアルミ棒・槍刃の導入により、安
全な距離を保っての処理や迅速な止め刺し
が可能になるなど、鳥獣捕獲における安全
性の向上及び効率化を図ることができた。
　また、射撃研修会の開催により、座学及び
実技を通して銃の特性や安全な取扱方法・
点検方法を再確認することができ、銃による
捕獲活動の意識及び技術の向上を図ること
ができた。

緊急捕獲活
動支援事業

　緊急捕獲の実施により、農作物への鳥獣
被害の減少させることができた。しかしなが
ら、依然として被害量は多いため、今後も継
続して積極的な緊急捕獲に取り組んでいく。

R４ 20,137千円　855a
R５ 19,457千円　834a
R６ 19,229千円　829a

沼津市有害
鳥獣被害防
止対策協議

会

沼津市
令和4年度

～
令和6年度

イノシシ
ニホンジカ
サル
カラス
ハクビシン
カワウ



（協議会名）
現状
値

目標値 実績値 達成率 現状値 目標値 実績値 達成率

被害防止計画の目標と実績
被害金額（千円） 被害面積（ha）

事業実施主
体名 対象

地域
実施
年度

対象
鳥獣

事業内容 事業量 管理主体
供用
開始

利用率・
稼働率

事業効果 獣種

（R5)
イノシシ成獣　51頭
イノシシ幼獣　23頭
シカ成獣　46頭
シカ幼獣　2頭
ハクビシン　1頭
アナグマ　3頭

― ― ―

豚熱と思われる個体数減少の影響は回復
傾向にあり、捕獲数は増加した。シカの捕獲
のコツを覚えた従事者が捕獲を多くすること
が出来、昨年よりも捕獲数は増加した。

ハクビシン 117 82 86 88.6% 1.17 1.00 0.37 470.6%

（R6)
イノシシ成獣　99頭
イノシシ幼獣　37頭
シカ成獣　12頭
ハクビシン　13頭
アナグマ　5頭

― ― ―

豚熱と思われる個体数減少の影響はなくな
り、イノシシの捕獲数は豚熱発生前と近い
数字になる。ニホンジカの捕獲数が減少し
たのはニホンジカを主に捕獲する従事者が
静岡県による委託業務でニホンジカを捕獲
することとなったため、捕獲数は大きく減少
となった。
静岡県の委託業務で熱海市のニホンジカは
１００頭捕獲となった。

ニホンジカ 715 501 719 -1.9% 1.11 0.95 1.51 -250.0%

アナグマ 1 1 ― ― 0.10 0.09 ― ―

タイワンリ
ス

― ― ― ― ― ― ― ―

カラス 41 37 316 -6875.0% 0.79 0.75 1.18 -975.0%

ヒヨドリ 150 135 155 -33.3% 1.36 1.29 0.91 642.9%

合計値 2,806 2,009 2,139 83.7% 12.42 10.80 5.58 422.2%

（R4)
・埋設穴掘削のための重機借上げ
・くくりわな資材の購入
・射撃研修会の実施

伊豆市鳥獣被害防止対策協
議会

― ― ニホンジカ 27,850 22,280 12,858 269.2% 5.90 4.70 3.83 172.5%

（R5)
・埋設穴掘削のための重機借上げ
・射撃研修会の実施

伊豆市鳥獣被害防止対策協
議会

― ― イノシシ 9,390 7,512 5,640 199.7% 4.50 3.60 1.87 292.2%

（R6）
・射撃研修会の開催
・くくりわなの購入
・センサーカメラの購入
・電気止め刺し機の購入　　

伊豆市鳥獣被害防止対策協
議会

― ― カワウ 42,000 33,600 8,500 398.8% ― ― ― ―

整備事業

（R5)
侵入防止柵整備
ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ柵(H=2.0m)　
整備地区　  熊坂
整備延長　　410ｍ
受益戸数　　10戸
受益面積　　1.5ha

伊豆市鳥獣被害防止対策協
議会

― ―

集落単位で広域的に防護柵を設置すること
により、農地へのシカ、イノシシの侵入を防
ぐとともに、獣道を限定させる効果により効
率的な捕獲が可能となり、令和6年度には
周辺に設置した箱わなでシカを6頭、イノシ
シを2頭捕獲するなど、大幅な被害軽減がで
きた。
また、受益者の営農意欲の継続により、獣
のエサ場や隠れ場所となる耕作放棄地発
生の未然防止にも繋がった。

合計値 79,240 63,392 26,998 329.6% 10.40 8.30 5.70 223.8%

（R4)
シカ成獣　240頭
イノシシ成獣　16頭

― ― ―

（R5)
シカ成獣　248頭

― ― ―

（R6)
シカ成獣　182頭

― ― ―

推進事業

捕獲わな購入のほか、センサーカメラの導
入により獣種の特定、電気止め刺し機の導
入により捕獲者の負担軽減、安全性向上を
図り、捕獲作業の効率化に繋がった。また、
毎年度射撃研修会を実施し、隊員の射撃技
術向上を図るとともに、安全な銃の取り扱い
に関する意識を高めることができた。

緊急捕獲活
動支援事業

食肉処理加工施設での搬入確認を行い、捕
獲個体の食肉利用を推進するとともに、捕
獲者の捕獲意欲向上に繋がった。

あいら伊豆
広域有害鳥
獣被害対策
協議会（熱海

市）

熱海市
令和4年度

～
令和6年度

イノシシ
サル
ハクビシン
ニホンジカ
アナグマ
タイワンリス
カラス
ヒヨドリ

緊急捕獲活
動支援事業
（R５シカ特含む）

伊豆市鳥獣
被害防止対
策協議会

伊豆市

伊豆市
令和4年度

～
令和6年度

ニホンジカ
イノシシ
カワウ



（協議会名）
現状
値

目標値 実績値 達成率 現状値 目標値 実績値 達成率

被害防止計画の目標と実績
被害金額（千円） 被害面積（ha）

事業実施主
体名 対象

地域
実施
年度

対象
鳥獣

事業内容 事業量 管理主体
供用
開始

利用率・
稼働率

事業効果 獣種

（R4）
被害防除研修会の開催
研修資材（くくりわな、忌避剤）の購入

函南町有害鳥獣被害防止対
策協議会

― ― イノシシ 1,184 1,066 1,233 -41.5% 1.01 0.91 0.40 610.0%

（R5）
被害防除研修会の開催
講師謝金の支払

函南町有害鳥獣被害防止対
策協議会

― ― ハクビシン 268 241 79 700.0% 0.13 0.11 0.03 500.0%

（R6）
被害防除研修会の開催
講師謝金の支払

函南町有害鳥獣被害防止対
策協議会

― ― ニホンジカ 277 249 648 -1325.0% 0.15 0.14 0.21 -600.0%

（R4）
イノシシ成獣93頭
イノシシ幼獣4頭
シカ成獣50頭
ハクビシン21頭
カラス100羽
アナグマ8頭
タヌキ5頭

― ― ― カラス 370 333 88 762.2% 0.11 0.10 0.02 900.0%

（R5）
イノシシ成獣150頭
イノシシ幼獣19頭
シカ成獣58頭
シカ幼獣2頭
ハクビシン35頭
カラス109羽
アナグマ13頭
タヌキ15頭

― ― ― サル ― ― ― ― ― ― ― ―

（R6）
イノシシ成獣163頭
イノシシ幼獣13頭
シカ成獣42頭
シカ幼獣4頭
ハクビシン28頭
カラス85羽
アナグマ3頭
タヌキ13頭

― ― ― アナグマ 59 53 ― ― 0.01 0.01 ― ―

タヌキ 5 5 ― ― ― ― ― ―

合計値 2,163 1,947 2,048 53.2% 1.41 1.27 0.66 535.7%

推進事業

中山間地において、イノシシによるスイカ等
の野菜類やサツマイモ等のいも類、牧草等
の飼料作物の被害が多発し、またニホンジ
カによる牧草等の飼料作物、イチゴ等の野
菜の被害も多かったことから、環境省の指
定管理鳥獣捕獲等事業と連携しつつ、緊急
捕獲活動支援事業を活用し山中において猟
友会が有害捕獲を行うとともに、函南町鳥
獣被害対策実施隊による捕獲活動の効率
化を図った他、電気柵のパトロール、被害防
除研修会の開催によって総合的な対策に取
り組んだ。これらの取組により、町内におけ
るイノシシの有害捕獲頭数は令和４年度か
ら令和６年度にかけて81%増加、シカの有害
捕獲頭数は横這いであったが、毎年50頭近
く捕獲されている（令和４年度では年間の有
害捕獲頭数はイノシシで97頭、シカで50頭。
令和６年度では年間の有害捕獲頭数はイノ
シシで176頭、シカで46頭）。

緊急捕獲活
動支援事業

町内におけるイノシシの有害捕獲頭数は令
和４年度から令和６年度にかけて81%増加、
シカの有害捕獲頭数は横這いであったが、
毎年50頭近く捕獲されている（令和４年度で
は年間の有害捕獲頭数はイノシシで97頭、
シカで50頭。令和６年度では年間の有害捕
獲頭数はイノシシで176頭、シカで46頭）。
被害金額については、令和２年度2,163千円
（基準値）から令和４年度1,178千円、令和５
年度2,589千円、令和６年度2,048千円と推
移している。
町内における被害は、イノシシによる被害が
50～60％を占めている。令和４年度に豚熱
がまん延したことによりイノシシによる被害
が激減し、目標値である1,947千円を達成し
ていた。しかしながら令和５年度に豚熱によ
る影響が減少した結果、イノシシの出没が
多くなったことにより、被害が増加した。令和
５～６年度にかけて捕獲数の増加により、令
和６年度の被害額は抑えられた。
被害面積についても令和２年度141a（基準
値）から令和４年度19a、令和５年度76a、令
和６年度66aと推移しており、同様の理由か
らである。

函南町有害
鳥獣被害防
止対策協議

会

函南町
令和4年度

～
令和6年度

イノシシ
ニホンジカ
ハクビシン
カラス
サル
アナグマ
タヌキ



（協議会名）
現状
値

目標値 実績値 達成率 現状値 目標値 実績値 達成率

被害防止計画の目標と実績
被害金額（千円） 被害面積（ha）

事業実施主
体名 対象

地域
実施
年度

対象
鳥獣

事業内容 事業量 管理主体
供用
開始

利用率・
稼働率

事業効果 獣種

（R4)
・くくりわな資材の購入
・電気止め刺し機１基の購入

清水町鳥獣被害防止対策協
議会

― ― イノシシ 9 8.1 8.1 100.0% 0.04 0.036 0.04 0.0%

（R6)
・銃安全技術講習会の開催
（捕獲機材整備）
・箱わな（大）２基の購入
・箱わな（小）1基の購入

清水町鳥獣被害防止対策協
議会

― ― ニホンジカ 1 0.9 0.9 100.0% 0.01 0.009 0.01 0.0%

（R4)
イノシシ成獣2頭
シカ成獣6頭

― ― ― ハクビシン 6 5.4 5.4 100.0% 0.03 0.027 0.02 333.3%

（R5)
イノシシ成獣1頭

― ― ― 合計値 16 14.4 14.4 100.0% 0.08 0.072 0.07 125.0%

（R6)
イノシシ成獣1頭
シカ成獣2頭

― ― ―

（Ｒ４）
・埋設用重機借上げ　1回
・被害防除研修会の開催　1回
＠研修会用くくり罠用ばね購入50本　 富士宮市鳥獣被害防止対策

協議会
― ―

　被害相談のあった農地において、鳥獣被
害防除の方法について検討会を実施した。
また、ベテラン捕獲者による捕獲機を活用し
た被害防除について講習を行った。
　現場で研修会を行うことで、実践に即した
効果的な方法を学ぶことができ、防除対策
の技術の向上を図ることができた。

ニホンジカ 4,516 4,677 4,300 100.0% 154.12 155.99 118.50 100.0%

（Ｒ５）
・埋設用重機借上げ　1回
・安全講習会の開催　1回 富士宮市鳥獣被害防止対策

協議会
― ―

　猟銃事故防止を目的に、猟友会員を対象
に安全講話及び猟銃の基本操作、実技演
習を実施し、35名が参加した。
　銃の操作技術の向上のほか、安全に取り
扱うための心構えを再認識する機会となっ
た。

イノシシ 495 512 471 100.0% 0.36 0.37 0.28 100.0%

（Ｒ６）
・埋設用重機借上げ　2回
・被害防除研修会の開催　1回
＠研修会用くくり罠購入　13基

富士宮市鳥獣被害防止対策
協議会

― ―

　野生鳥獣による農作物被害を減らすため
に、農業委員や推進委員を対象に鳥獣被
害対策の進め方や箱わな、くくり罠の安全な
使い方について研修会を実施した。
　高齢化等により狩猟者が減少する中、地
域の農業者の代表である農業委員等を対
象に研修会を実施することで、地域に波及
し箱わな等を活用して農業者自身で対策を
行っていく意識付けを行うことができた。

サル 297 308 283 100.0% 0.07 0.07 0.05 100.0%

（Ｒ４）
シカ　529頭
イノシシ　87頭
サル　6頭
カラス　17羽

― ― ― ハクビシン 753 780 717 100.0% 0.53 0.53 0.41 100.0%

（Ｒ５）
シカ　551頭
イノシシ　98頭
サル　8頭
カラス　6羽

― ― ― アライグマ ― ― ― ― ― ― ― ―

（Ｒ６）
シカ　595頭
イノシシ　165頭
サル　6頭
ハクビシン　2頭
カラス　17羽

― ― ― カラス 22 23 21 100.0% 0.03 0.03 0.02 100.0%

カワウ ― ― ― ― ― ― ― ―

合計値 6,083 6,300 5,792 100.0% 155.11 156.99 119.26 100.0%

清水町鳥獣
被害防止対
策協議会

清水町
令和4年度

～
令和6年度

イノシシ
ニホンジカ
ハクビシン

推進事業

（Ｒ４　くくり罠資材及び電気止め刺し機）
くくり罠資材を購入したことで、くくり罠を仕掛
けることができ、被害報告があった場合に対
応できる箇所が増えた。また、電気止め刺し
機においては大型獣のとめさしを行う際に
安全に止めを刺すことができた。

（Ｒ６銃安全技術講習会、箱罠の購入）
銃安全技術講習会を実施することで猟銃の
誤操作による事故を未然に防ぎ、射撃技術
の向上及びその習得意欲向上を図った。ま
た、くくり罠の設置に適していない場所で被
害報告が確認された場合に対応するため、
箱わなを導入した。

緊急捕獲活
動支援事業

イノシシ
緊急捕獲を実施することで個体数の減少に
努めた。

二ホンジカ
緊急捕獲を実施することで個体数の減少に
努めた。
イノシシに比べ、被害箇所が様々である。

推進事業

緊急捕獲活
動支援事業

　野生鳥獣による被害として、林業について
は富士山麓の人工林及び天然林における
樹木の剥皮や新芽の食害、農業について
は中山間地域及び富士山麓の農地におけ
る牧草や水稲、野菜全般の食害、踏み荒ら
し等が発生している。これらの被害を低減す
るために、猟友会における緊急捕獲事業を
行っている。捕獲実績としては、シカ及びイ
ノシシの捕獲頭数が令和4年度から令和6年
度にかけて年々増加している。
　被害面積について、令和4年度16,082a、
令和5年度14,907a、令和6年度11,939aと減
少している。被害額については、令和4年度
5,054千円、令和5年度6,118千円、令和6年
度6,083千円と令和5年度に増加したが、全
体としては減少しており、事業の効果が出て
いると考えられる。

富士宮市鳥
獣被害防止
対策協議会

富士宮市
令和4年度

～
令和6年度

シカ
イノシシ
サル
ハクビシン
アライグマ
カラス
カワウ



（協議会名）
現状
値

目標値 実績値 達成率 現状値 目標値 実績値 達成率

被害防止計画の目標と実績
被害金額（千円） 被害面積（ha）

事業実施主
体名 対象

地域
実施
年度

対象
鳥獣

事業内容 事業量 管理主体
供用
開始

利用率・
稼働率

事業効果 獣種

（R4）
　センサーカメラ１機
　わな用受信機　３機
　わな用発信機　15機
　くくりわな　５セット

島田市鳥獣被害対策協議
会

― ― イノシシ 5,744 4,187 4,912 53.4% 2.37 1.73 1.06 204.7%

（R5）
　わな用受信機　３機
　わな用発信機　14機
　くくりわな　５セット
　研修会受講

島田市鳥獣被害対策協議
会

― ― サル 69 51 0 383.3% 0.02 0.01 0.00 200.0%

（R6）
　センサーカメラ２機
　くくりわな　５セット

島田市鳥獣被害対策協議
会

― ―
ニホンジ
カ
カモシカ

2,674 1,949 3,065 -53.9% 1.06 0.77 0.69 127.6%

（R4）
イノシシ成獣　 167頭
イノシシ幼獣    22頭
ニホンジカ成獣 105頭　
サル成獣　　　   2頭 ― ― ―

ハクビシ
ン
タヌキ
アナグマ

154 112 835 -1621.4% 0.03 0.02 0.13 -1000.0%

（R5）
イノシシ成獣 　186頭
イノシシ幼獣　　86頭
ニホンジカ成獣 121頭　
サル成獣　　　   6頭 ― ― ― 合計値 8,641 6,299 8,812 -7.3% 3.48 2.53 1.88 168.4%

（R6）
イノシシ成獣　　192頭
イノシシ幼獣　　 92頭
ニホンジカ成獣　128頭
ニホンジカ幼獣　　3頭　
サル成獣　　　    7頭
サル幼獣　　　    1頭

― ― ―

島田市鳥獣
被害対策協
議会

島田市
令和4年度

～
令和6年度

イノシシ
ニホンジカ
カモシカ
サル
ハクビシン
タヌキ
アナグマ

推進事業

【R4～R6（成獣・幼獣計）】
　イノシシ　  745頭
  ニホンジカ　357頭
  サル　       16頭　
　合計　    1,118頭

【参考：R1～R3（成獣・幼獣計）】
　イノシシ　  891頭
  ニホンジカ　124頭
  サル　       12頭
　合計　    1,027頭

・R1～R3捕獲実績と比較すると、イノシ
シについては減少しているが、年度ごと
（R4：189頭、R5：272頭、R6：284頭）
では増加しており、豚熱により減少した
個体数が再び増加していることが伺え
る。
・ニホンジカ及びサルについては、個体
数の増加に伴い、捕獲数も増加してい
る。
特に、ニホンジカにおいては、静岡県に
よる管理捕獲（R5:211頭、R6：214頭）
と平行して実施しているにも関わらず、
捕獲頭数が増加していることから、今後
もニホンジカの個体数は増加していくと
推察される。
・捕獲対象の変化に対応するため、くく
りわなの購入やセンサーカメラによる加
害個体の特定を行ったことが、ニホンジ
カの捕獲頭数の増加につながったと考え
る。
また、ICT機器の導入による捕獲実施者
の負担軽減を図った。
・R3に導入したサル用大型囲いわなを被
害傾向に応じて移動させたため、今後は
サルの捕獲頭数の増加が期待される。緊急捕獲活

動支援事業



（協議会名）
現状
値

目標値 実績値 達成率 現状値 目標値 実績値 達成率

被害防止計画の目標と実績
被害金額（千円） 被害面積（ha）

事業実施主
体名 対象

地域
実施
年度

対象
鳥獣

事業内容 事業量 管理主体
供用
開始

利用率・
稼働率

事業効果 獣種

（R4)
緩衝帯整備　995㎡
被害地区パトロール車両リース
地域研修会開催

藤枝市鳥獣被害防止対策協
議会

― ― イノシシ 5,439 8,800 6,556 33.2% 5.29 8.70 7.84 74.8%

（R5)
緩衝帯整備　642.5㎡
箱わな（中）2基購入
被害地区パトロール車両リース
地域研修会開催
サル生息状況調査

藤枝市鳥獣被害防止対策協
議会

― ― ハクビシン 1,257 1,110 1,116 95.9% 0.79 0.70 0.68 122.2%

（R6)
緩衝帯整備　390㎡
被害地区パトロール車両リース
地域研修会開催
サル生息状況調査

藤枝市鳥獣被害防止対策協
議会

― ― カラス 259 230 219 137.9% 0.17 0.15 0.12 250.0%

整備事業

（R4)
侵入防止柵（H=1.2m)の設置（西方下大沢地区）
995ｍ 西方（下大沢）イノシシ被害

対策協議会
令和5年2月9日 ―

侵入防止柵の設置により、農作物被害を防
ぐことができた。柵周辺に罠を設置すること
により、捕獲を効率的に行うことができた。

サル 161 120 103 141.5% 0.11 0.08 0.05 200.0%

（R4)
イノシシ（成獣）300頭
イノシシ（幼獣）38頭
ニホンジカ（成獣）85頭
ニホンジカ（幼獣）2頭
サル（成獣）126頭
サル（幼獣）14頭
アナグマ27頭
タヌキ9頭
ハクビシン51頭
カラス16羽

藤枝市鳥獣被害防止対策協
議会

― ― 合計値 7,116
10,26

0
7,994 27.9% 6.36 9.63 8.69 71.3%

（R5)
イノシシ（成獣）319頭
イノシシ（幼獣）70頭
ニホンジカ（成獣）70頭
ニホンジカ（幼獣）2頭
サル（成獣）80頭
サル（幼獣）15頭
アナグマ35頭
タヌキ22頭
ハクビシン85頭
カラス34羽

藤枝市鳥獣被害防止対策協
議会

― ―

（R6)
イノシシ（成獣）408頭
イノシシ（幼獣）103頭
ニホンジカ（成獣）77頭
サル（成獣）21頭
サル（幼獣）3頭
アナグマ34頭
タヌキ38頭
ハクビシン72頭
カラス23羽

藤枝市鳥獣被害防止対策協
議会

― ―

推進事業

緩衝帯整備を実施することにより、農作物に
被害を与える有害鳥獣の棲み処となる草木
の刈り払いにより、農地に有害鳥獣が出にく
い環境にすることができ、農作物被害が減
少した。
地域研修会を通じて、地域住民の専門的な
知識が身についた。これにより、各農地での
正しい対策を取れるようになり、農作物被害
への軽減につながる。また、R5年度より
GPSを活用したサルの生息状況調査も開始
した。サルの行動を確認し、今後の更なる捕
獲強化につながっている。

緊急捕獲活
動支援事業

少しづつではあるが、豚熱の影響も緩和し
つつあり、イノシシの捕獲実績も伸びてきて
いる。その他の獣種についても、捕獲者の
精力的な活動により、年々捕獲実績が伸び
ている。これにより、農作物に被害を与える
有害鳥獣を適正な個体数に近づけることが
できた。被害金額や被害面積も目標値に向
け着実に減少している。

藤枝市鳥獣
被害防止対
策協議会

藤枝市
令和4年度
～
令和6年度

イノシシ、ニ
ホンジカ、ニ
ホンカモシ
カ、サル、ハ
クビシン、ア
ナグマ、タヌ
キ、アライグ
マ、カラス



（協議会名）
現状
値

目標値 実績値 達成率 現状値 目標値 実績値 達成率

被害防止計画の目標と実績
被害金額（千円） 被害面積（ha）

事業実施主
体名 対象

地域
実施
年度

対象
鳥獣

事業内容 事業量 管理主体
供用
開始

利用率・
稼働率

事業効果 獣種

（R4）
①イノシシ用箱わな
　４基購入
②Iotｾﾝｻｰ式捕獲システム
　（アニマルセンサー2）
　３台購入

掛川市鳥獣被害防止対策協
議会

R5.3.28～

―

イノシシ用箱わな及びセンサー式自動捕獲
システム(アニマルセンサー)の活用により、
捕獲効率を高めることが可能となり、高齢化
する猟友会の負担の軽減に繋がった。機材
については、現在も有害鳥獣捕獲での使用
を継続し、効果を上げている。

イノシシ 8,254 7,429 12,877 -560.4% 12.29 11.06 12.94 -52.8%

（R5）
①箱わな（大）4基購入
②印鑑購入

掛川市鳥獣被害防止対策協
議会

R6.3.25～

―

イノシシについては、豚熱の影響で減少して
いた捕獲数が、再び南部（大須賀地区）で増
加傾向にある中、イノシシ用箱わなの活用
により捕獲率を高めることができた。
また、協議会事務に必要な印鑑の購入によ
り、適正で円滑な事務が進められている。

ニホンジカ 211 190 6,132 -28195.2% 0.26 0.23 5.56 -17666.7%

（R6）
①箱わな（小／踏板式）
　8基 購入
②箱わな（小／釣り餌式）
　6基購入

掛川市鳥獣被害防止対策協
議会

R7.1.20～

―

箱罠の購入により、市内全域に見られるハ
クビシン等の小動物の捕獲が強化された。
２種の捕獲機を整備したことで鳥獣の種類
に応じた捕獲が促進され、支所へも配備し
活用することによって市内全域で捕獲率を
高めている。

カラス 878 790 0 997.7% 0.53 0.48 0.00 1060.0%

（R4）
イノシシ328頭
ニホンジカ145頭
アナグマ12頭
ハクビシン52頭

― ― ―

イノシシについては、豚熱蔓延の影響によ
り、令和３年度の460頭より大幅に捕獲頭数
が減少した。
ニホンジカについて目撃及び被害が増加し
たため猟友会が捕獲を強化した結果、令和
３年度の捕獲頭数28頭より大幅に増加し
た。捕獲頭数が多いのは市内北西部であ
り、捕獲檻による捕獲を実施した。

アナグマ ― ― ― ― ― ― ― ―

（R5）
イノシシ471頭
ニホンジカ310頭
アナグマ50頭
ハクビシン51頭
カラス48羽

― ― ―

イノシシについては豚熱の影響で減少して
いた出没数が、再び増加したことにより、前
年度より大幅な捕獲増となった。
ニホンジカについては目撃及び被害が増加
したため、効率的に捕獲ができるくくり罠に
よる捕獲を強化した結果、前年度より捕獲
頭数が大幅に増加した。捕獲頭数が多いの
は市内北西部であるが、市内北東部でも捕
獲を強化し、捕獲増となった。
カラスについては令和３年度に交付金で整
備した大型檻の要領を掴んだことで、捕獲
増となった。

ハクビシン ― ― ― ― ― ― ― ―

（R6）
イノシシ523頭
ニホンジカ408頭
アナグマ49頭
ハクビシン55頭
カラス10羽

― ― ―

イノシシについては市内北西部および南部
（大須賀地区）における出没が増加したこと
により、前年度より捕獲増となった。
ニホンジカについては市内北東部での目撃
及び被害が増加したため、前年度より大幅
な捕獲増となった。

タヌキ ― ― ― ― ― ― ― ―

キツネ ― ― ― ― ― ― ― ―

サル ― ― ― ― ― ― ― ―

合計値 9,343 8,409 19,009 -1034.9% 13.08 11.77 18.50 -413.7%

推進事業

緊急捕獲活
動支援事業

掛川市
（掛川市有害
鳥獣被害防
止対策協議
会）

掛川市
令和4年度

～
令和6年度

イノシシ
ニホンジカ
アナグマ
ハクビシン
カラス



（協議会名）
現状
値

目標値 実績値 達成率 現状値 目標値 実績値 達成率

被害防止計画の目標と実績
被害金額（千円） 被害面積（ha）

事業実施主
体名 対象

地域
実施
年度

対象
鳥獣

事業内容 事業量 管理主体
供用
開始

利用率・
稼働率

事業効果 獣種

（Ｒ４）
囲い罠１基購入

森町有害鳥獣対策協議会

R5.1.30～

― イノシシ 5,140 4,626 1,624 684.0% 2.64 2.37 1.65 366.7%

（Ｒ５）
囲い罠１基購入

森町有害鳥獣対策協議会

R6.3.11～

― ニホンジカ 4,294 3,864 841 803.0% 0.79 0.71 0.94 -187.5%

（Ｒ４）
イノシシ　98頭
ニホンジカ　117頭 ― ― ―

緊急捕獲活動を実施することで、個体数の
減少、被害の減少に努めた。また、推進事
業で導入した捕獲機材を活用することで、捕
獲活動の強化を図ることができた。

カモシカ ― ― ― ― ― ― ― ―

（Ｒ５）
イノシシ　121頭
ニホンジカ　214頭 ― ― ―

緊急捕獲活動を実施することで、個体数の
減少、被害の減少に努めた。また、推進事
業で導入した捕獲機材を活用することで、捕
獲活動の強化を図ることができた。

カワウ・ア
オサギ

1,000 900 260 740.0% ― ― ― ―

（Ｒ６）
イノシシ　138頭
ニホンジカ　194頭 ― ― ―

緊急捕獲活動を実施することで、個体数の
減少、被害の減少に努めた。また、過去に
推進事業で導入した捕獲機材を活用するこ
とで、捕獲活動の強化を図ることができた。

合計値
10,43

4
9,390 2,725 738.4% 3.43 3.08 2.59 240.0%

（R4）
【協議会】
①ヌートリア捕獲用小型箱わな20基購入
【実施隊】
②ネット式囲いわな（1基）多頭捕獲実証実験 浜松地域鳥獣被害対策協議

会

①R5.3.20～
②R5.3.16～

①100%
②100%

①ヌートリア被害に悩む市内の農家へ無料
貸出を行った。実績はR4：貸出0件・捕獲0
件、R5:貸出19件・捕獲11件、R6:貸出23件・
捕獲24件。年度を追うごとに件数が増加し、
農業者自身による被害対策に役立てること
が出来た。
②餌付けによる捕獲準備に時間がかかった
が、2回の捕獲でイノシシを4頭捕獲すること
が出来た。

イノシシ 22,341 18,199 15,938 154.6% 94.86 77.34 48.08 267.0%

（R5）
【協議会】
①シカ革コインケースづくりワークショップの開催
【実施隊】
②無線式捕獲パトロールシステム実証実験
③既存のイノシシ柵を利用した侵入防止柵実証実
験

浜松地域鳥獣被害対策協議
会

①R6.3.22実施
②R5.11.30～
①R6.3.15～

①100%
②100%
③100%

①イノシシやシカなどによる農作物被害の
現状、捕獲鳥獣の利活用について知っても
らうほか、シカ革コインケースの制作を通
し、被害防除の意識向上に繋げた。定員20
名、申込30名、当日参加18名。
②無線式捕獲パトロールシステムを天竜区
エリアにて試験的に導入。地元猟友会の協
力のもと捕獲確認通知の情報共有により、
山間地域での「わな捕獲確認」に割く人的労
力と時間を削減することが出来た。
③県農林技術研究所の試験成果に基づ
き、シカ被害に悩むみかん畑にイノシシ用
既設電気柵に並行してネット柵を新規設置
し、シカ・イノシシ併用の侵入防止柵に改良
した。現在のところ、シカ被害の報告は無
し。

サル 352 287 251 155.4% 0.41 0.34 0.21 285.7%

（R6）
【協議会】
①シカ革コインケースづくりワークショップの開催
【実施隊】
②シカ用嵩上げ柵設置によるシカ侵入防止実証実
験

浜松地域鳥獣被害対策協議
会

①R6.12.24実施
②R5.11.30～

①100%
②100%

①イノシシやシカなどによる農作物被害の
現状、捕獲鳥獣の利活用について知っても
らうほか、シカ革コインケースの制作を通
し、被害防除の意識向上に繋げた。定員20
名、申込35名、当日参加19名。
②集落内でシカが頻繁に侵入する箇所を特
定し、イノシシ用既存柵の上部へ新たに嵩
上げ用ワイヤーメッシュ柵を取り付けること
により、地盤からのWM上部までの高さを
150cm以上確保。また、試験地にはシカの
侵入防止柵に対する反応を確認するため、
周辺にセンサーカメラを設置した。カメラ設
置期間中は柵からのシカ侵入は見られな
かった。

ニホンジカ 22,874 18,634 16,319 154.6% 37.82 30.84 19.17 267.2%

森町有害鳥
獣対策協議
会

森町
令和4年度
～
令和6年度

イノシシ
ニホンジカ

推進事業

同時に複数頭捕獲できる囲い罠を導入し、
捕獲機材の拡充と捕獲効率の向上を図っ
た。

緊急捕獲活
動支援事業

推進事業



（協議会名）
現状
値

目標値 実績値 達成率 現状値 目標値 実績値 達成率

被害防止計画の目標と実績
被害金額（千円） 被害面積（ha）

事業実施主
体名 対象

地域
実施
年度

対象
鳥獣

事業内容 事業量 管理主体
供用
開始

利用率・
稼働率

事業効果 獣種

（R4）
防護柵（ワイヤーメッシュ柵）の設置
北区三ヶ日町
設置延長17,418m、設置面積41.7ha

・R4三ヶ日町平山工区のみかんを鳥獣
被害から守る会
・R4三ヶ日町釣工区のみかんを鳥獣被
害から守る会
・R4三ヶ日町本坂工区のみかんを鳥獣
被害から守る会
・R4三ヶ日町下尾奈1工区のみかんを
鳥獣被害から守る会
・R4三ヶ日町下尾奈2工区のみかんを
鳥獣被害から守る会
・R4三ヶ日町上尾奈工区のみかんを鳥
獣被害から守る会
・R4三ヶ日町日比沢工区のみかんを鳥
獣被害から守る会

R5.1.26～

カモシカ 528 430 377 154.1% 0.65 0.53 0.33 266.7%

（R5）
防護柵（ワイヤーメッシュ柵及び電気柵）の設置
北区三ヶ日町
設置延長13,692m、設置面積31.9ha

・R5三ヶ日町宇志1工区のみかんを鳥
獣被害から守る会
・R5三ヶ日町宇志2工区のみかんを鳥
獣被害から守る会
・R5三ヶ日町只木1工区のみかんを鳥
獣被害から守る会
・R5三ヶ日町只木2工区のみかんを鳥
獣被害から守る会
・R5三ヶ日町釣工区のみかんを鳥獣被
害から守る会
・R5三ヶ日町日比沢工区のみかんを鳥
獣被害から守る会
・R5三ヶ日町鵺代工区のみかんを鳥獣
被害から守る会
・R5三ヶ日町下尾奈3工区のみかんを
鳥獣被害から守る会
・R5三ヶ日町下尾奈4工区のみかんを
鳥獣被害から守る会

R5.9.27～

ハクビシン 4,584 3,734 3,270 154.6% 6.59 5.37 3.34 266.4%

（R6）
防護柵（ワイヤーメッシュ柵）の設置
浜名区三ヶ日町
設置延長13,776m、設置面積33.7ha

・R6三ヶ日町下尾奈1工区のみかんを
鳥獣被害から守る会
・R6三ヶ日町下尾奈2工区のみかんを
鳥獣被害から守る会
・R6三ヶ日町下尾奈5工区のみかんを
鳥獣被害から守る会
・R6三ヶ日町下尾奈6工区のみかんを
鳥獣被害から守る会
・R6三ヶ日町下尾奈7工区のみかんを
鳥獣被害から守る会
・R6三ヶ日町只木工区のみかんを鳥獣
被害から守る会
・R6三ヶ日町日比沢1工区のみかんを
鳥獣被害から守る会
・R6三ヶ日町日比沢2工区のみかんを
鳥獣被害から守る会
・R6三ヶ日町日比沢3工区のみかんを
鳥獣被害から守る会

R6.9.26～

タヌキ ― ― ― ― ― ― ― ―

（R4）
イノシシ562頭
サル110頭
ニホンジカ903頭
ハクビシン100頭
タヌキ65頭
アライグマ8頭
アナグマ45頭
ノウサギ0頭 ※市単実績
カラス117頭 ※市単実績

― ― アライグマ ― ― ― ― ― ― ― ―

整備事業 100%

・防護柵整備地においては農作物被害が激
減した。
・柵整備により、それまで摂食できていた圃
場へ侵入ができなくなり、整備ほ場周辺の
わなの誘引効果が高まった。

イノシシ：一時期のピークに比べると、農作
物被害額は減少。しかしながら被害額、被
害面積とともに横ばい状態となっている。
サル：主に天竜区地域に多く出没し、群れを
成していることもあり、農作物被害が発生し
ている。
ニホンジカ：農作物被害額が右肩上がりと
なっており、生息地域の拡大・個体数の増
加が推測され、被害面積についても拡大し
ている。林業が盛んな地域についても依然
として被害がある7。

浜松市
（浜松地域鳥
獣被害対策
協議会）

浜松市
令和4年度
～
令和6年度

イノシシ
サル
ニホンジカ
カモシカ
ハクビシン
タヌキ
アライグマ
アナグマ
ノウサギ
カラス
ヌートリア



（協議会名）
現状
値

目標値 実績値 達成率 現状値 目標値 実績値 達成率

被害防止計画の目標と実績
被害金額（千円） 被害面積（ha）

事業実施主
体名 対象

地域
実施
年度

対象
鳥獣

事業内容 事業量 管理主体
供用
開始

利用率・
稼働率

事業効果 獣種

（R5）
イノシシ632頭
サル91頭
ニホンジカ832頭
ハクビシン151頭
タヌキ65頭
アライグマ10頭
アナグマ51頭
ノウサギ0頭 ※市単実績
カラス149頭 ※市単実績

― ― アナグマ ― ― ― ― ― ― ― ―

（R6）
イノシシ694頭
サル115頭
ニホンジカ1,124頭
ハクビシン149頭
タヌキ80頭
アライグマ13頭
アナグマ47頭
ノウサギ0頭 ※市単実績
カラス164頭 ※市単実績

― ― 野ウサギ ― ― ― ― ― ― ― ―

カラス 891 726 636 154.5% 1.07 0.87 0.54 265.0%

合計値 51,570 42,010 36,791 154.6% 141.40 115.29 71.67 267.1%

― ― ― ― イノシシ 1,930 1,834 2,764 -868.8% 3.31 3.15 3.45 -87.5%

― ― ― ― ハクビシン 1,200 1,140 1,200 0.0% 3.00 2.85 3.00 0.0%

― ― ― ― カラス 390 371 4 2031.6% 1.00 0.95 0.04 1920.0%

（R４）
カラス１５４羽
イノシシ９頭
ハクビシン４頭

― ― ―

直接被害の影響を及ぼす個体を駆除するこ
とにより、農作物被害拡大を抑制させた。

合計値 3,520 3,345 3,968 -256.0% 7.31 6.95 6.49 227.8%

（R５）
カラス１９６羽
イノシシ４５頭
ハクビシン７頭

― ― ―

直接被害の影響を及ぼす個体を駆除するこ
とにより、農作物被害拡大を抑制させた。

（R６）
カラス１１３羽
イノシシ６７頭
ハクビシン５頭

― ― ―

直接被害の影響を及ぼす個体を駆除するこ
とにより、農作物被害拡大を抑制させた。

〈達成率の求め方〉
被害金額
基準値（R2） 目標値（Ｒ6） 実績値（Ｒ6） 達成率

150 140 130 → 200.0 %
↑入力 ↑入力 ↑入力 ↑自動計算

被害面積
基準値（R2） 目標値（Ｒ6） 実績値（Ｒ6） 達成率

100 90 110 → ▲ 100.0 %
↑入力 ↑入力 ↑入力 ↑自動計算

緊急捕獲活
動支援事業

―

として被害がある7。
ハクビシン・タヌキ・アライグマ・アナグマ：被
害額はほぼ横ばい。捕獲により被害拡大に
歯止めがかかっていると推測される。アライ
グマの生息域の拡大・個体数の増加が推測
される。
ノウサギ：被害報告はないもの、潜在的な野
菜・果樹幼木への被害が発生していること
が推測される。
カラス：農作物全般に被害がある。どのよう
な対策が効果的なのか検証が必要。

湖西市 湖西市
令和4年度

～
令和6年度

イノシシ　　　　　
ハクビシン　　　
カラス

推進事業

緊急捕獲活
動支援事業

 (補足)

達成率の求め方：｛（基準値-実績値）÷（基準値-目標値）｝×100
※「被害面積及び被害金額の達成率がいずれも70％未満」の場合は、改善計画を作成する必要があります。

←こちらの計算式を活用してください。


